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セノレローズおよび DEAE セファデックスカラムクロマトグラフィー，セファデックス G-200によ
るゲノレろ過などの手段によって，超遠心的にほぼ均一な椋品をうる乙とができ，さらにその性質につ
いてもしらべた口その結果，この酵素は約35万の分子量をもち， 1 分子内にそれぞれ 1 分子の FMN









以上の実験によって， この亜硫酸還元酵素分子内において， NADPH2 より波された電子は SH









し，その化学的本体を詳細に検討した。それによると，この酵素は分子量約 350 ， 000のかなり抜維な
構成をもっ蛋白質であり，酵素 1 分子あたり，それぞれ 1 分子ずつの FAD および FMN をもつほ










うな電子伝達径路がはたらいているとの結論に達した。すなわち， NADPH2 からの電子はまず SH
基に渡され，つづ、いて低イオン強度感受性因]:'.， F AD , FMN , 587mμ 色素休を経て亜硫酸，亜硝
酸およびヒドロキシラミンに伝達されるものと思われる。 NADPH2 によるチトクローム C，酸化還
元色素，キノン等の還元に際しては，上32の電子伝達径路の FMNの段階から電子がこれらの受容体
に移される。一方 MVH からの電子は FMN あるし 1 は 587mμ 色素休に入り，そこから亜硫酸に
流れるものと考えられる。
吉本君はさらに亜硫酸を硫黄源として生育し得ない数株の突然変異株から遺伝的に変化した亜硫酸
還元酵素を精製し， これが NADPH2 を用いることはできないにもかかわらず， MVH を用いて亜
硫酸を還元し得ることを明らかにした。またこの遺伝的に変化した酵素の性質を詳細に研究した。
以上のように，吉本君の研究は従来不明であった微生物の亜硫酸還元の酵素的機作を明確にし，ま
た酵素分子内の複雑な電子伝達径路を解明したものであり，理学博士の学位論文として十分の価値を
もつものと認められる。
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